
そこで,防臭対策に資するため,本県における養豚主産
: ま え 力

' 
き 地内の養豚農家や当場の畜舎等を調査対象として畜舎から

近年 ,家畜の飼養経営規模の拡大に伴い,畜産農家 (特   発生する臭気の強度 とその発生要因について調査を実施し
に養豚農家 )から発生する臭気が悪臭として問題にされつ  その成績を得たので報告する。
つある。特に・Ct臭公害防止法の規定により,規制物質が定

2 調 査 方 法められている現状から,その対応が望まれている。
しかし,畜産分野での悪臭の研究は,いまだに明確にさ  1 調査対象農家の実態調査方法
れていないことが多く,臭気発生の実態について明らかに   (1)調 査対象農家
する必要がある。                      調査対象農家 (6戸 )の飼養経営形態及びふん尿の処

表 1 飼養経営形態及びふん尿の処理状況

農家名 飼養頭数 経営形態 ム ん 尿 処 理 状 況 周囲環境条件

A
B
C
D
E
F

肥育繁殖

肥  育
繁  殖
繁  殖
繁  殖
肥  育

敷料 (イ ナワラ)毎日取出し,豚舎周囲野積
敷料 (イ ナワラ)毎日取出し,堆肥舎堪積
敷料 (イ ナワラ)毎日取出し,堆肥盤堆積
敷料(オ ガクズ)毎 日取出し,堆肥盤堆債
敷料 (1弁フス )毎日取出し,堆肥盤堆積
敷料 (イ ナワラ)毎 日取出し,堆肥舎堆積

平坦地住宅街

山間地農山村

山間地純農村

平坦地純農村

平坦地純農村

山間地農山村
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畜 舎 臭 気 の 実 態 調 査 と 防 除 対 策
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理状況については,表 1の とおりである。          が,測定評価は,実践大学校畜産学部の学生,男女12人の
●)臭気の採取場所及び方法              パネルテストにより行った。

畜舎内部及び敷地境界内(豚舎より9～ 102の地点で   
“

)対象農家の調査期間
比較的風向,風速の影響を受け難いとみなされる場所 )の    昭和53年 7月 から同54年 7月 まで
2地点において,AM 9 30時 ～1100時 までの時間内に耐圧  2 当場内における調査方法
容器を用い,試料約20′ を採取した。            (1)臭 気の採取場所及び採取時刻並びに温湿度測定時刻

lSL量

屁護裂贅凛猿点法実施要領)にもとづき実施した  刻並珈 縁監亀奪鶏霧李曇り憶む総τttE2ず
取時

表 2 場内における舎内臭気採取時刻と温湿度測定時刻

屎 常時飼養頭数
(頭 )

豚舎面積

`″

臭気採取 時刻 温湿度測定
時 刻

備 考
午   前 午  後

A (種雌豚) 10 8 111 ‐3 40 13011-1330 臭気採取時 臭気採取 (午前 )は

ボロ出し前に実施B (肥育豚) 45

12)舎内のボロ出し,清掃について (1)畜舎内の臭気強度
日曜日(臭気測定前日)にはボロ出し清掃を中止し,    各対象農家における畜舎内の臭気強度は,表 3に示す

以後平常通 り,ボ ロ出しを行ないながら,月 曜～水曜日の
3日 間連続臭気を採取した。

18)舎内の通気について
臭気採取直後 (PM 13 31時～1410時 )30分間舎内の

開窓を行い,直 ちに閉窓 し,臭気を採取 した。
●)調査期間
昭和54年 6月 か ら同年 12月 まで

3調 査 結 果

1 対象農家における畜舎臭気の実態調査
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表 3 畜舎内臭気強度

謂 A B C D E

33
40
34
25
34

49

06
23
31
20
15

00

13
22
28
28
33
39
11

20
10
20
17
17
20
19

21
10
20
17
17
24
16

33
21
29
17
31

均 2
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とおり,A農家 36で最も高く,次いでF28,C25で あ
り,そ の他は18～ 16の範囲内であった。
12)敷地 (境界 )内の臭気強度
表 4の とおり, A農家 25で畜舎内の臭気強度と同様
に高く,その他の対象農家は14以下で,県悪臭公害防止
対策要綱に基づく,敷地境界内におけるこ点比較式臭気採
点法による基準値 18よ り全般的に低い傾向がみられた。

18)臭気発生の主な要因
主な要因を各農家毎に分析 してみると,表 6に示す如
くである。

表 5 臭気発生の要因分析

総体的にみると,排尿溝に貯溜している濃縮汚泥,堆厩
肥の長期間野積,降雨後の排水不良によるパドックの汚染
等
人紫弯stF義舎と豚舎におけるふん尿からのNI13発生
量及び舎内のNI13濃度について測定した結果によると ,
Ⅲ 3の発生要因は,ふん尿の窒素含量や窒素形態だけでな
く,ふんの堆積状況 ,堆積量及び水分等のほか,家畜の飼

需喜蟹琴ぁ羹菫肇警露li'益£閣震だ皐爵島:影轟[りず
舎内のふん尿の処分,清掃不良などの飼養管理等に左右ざ
れる傾向がみられたとされている。

以上のことから,臭気発生の主な要因は,本実態調査の
成績とはば一致 していることが推察された。
2 場内における実態調査と防除対策
(1)舎内温湿度と臭気強度
¬設に温度が高くなると,有機物の発酵,分解が促進
され,臭気の発生度合も低温に比較して高い傾向を示すも
のと考えられるが,図 1に示す如く,舎内温度の高低温に
よる臭気強度の変動は殆んど認められなかった。

舎内湿度と臭気強度との関係では,舎内湿度が高まるに
つれて臭気強度が高くなる傾向を示した。したがって,豚
房の汚染度が進むと舎内湿度が高まり,臭気強度は増加す
る傾向が認められた。臭気の発生を減少させるには,豚房
が常に乾燥状態にあること,即 ち,豚舎構造や,よ り適切
な飼育管理が絶対条件と考えられた。
② ボロ出し,清掃と臭気強度
午前 (ボ ロ出し前 )と午後 (ボロ出し後 )の臭気強度
を曲線で表示すると図 1の とおり,舎内湿度と臭気強度と
の変動に多少関連があるものと考えられるが,総体的には,
午前よりも午後の変動曲線が低い傾向を示した。また,ポ
ロ出し清掃中止後の臭気強度の変動については,表 6の と
おり,初日目,午前31, 午後 30であり,最終日の3日
目では,午前,午後,夫 々24,23と ,日毎に顕著に低
下する傾向がみられ,ボロ出し清掃後の効果が明らかに認
められた。

表 6 ボロ出し清掃による臭気強度

0)舎内の開窓前後における臭気強度
表7に示すとおり,短時間ではある01冬期間における
舎内と舎外との空気の入れ替えにより臭気強度は低下し,

その効果は認められた。なお,舎内温度は 1℃ 低下した。

表 7 舎内開窓前後における臭気強度
区分

¬日

開 窓 前 開 窓 後
採取時刻 臭気強度 採取時刻

12 13 13 40 14 15

12 18 13 30 4 05
12 21 14 00 4 35

4要   約

対象農家の大部分は,三点比較式臭気採点法による敷地
境界の基準に照し,下廻る成績を得たが,更に悪臭発生の
軽減を図るためには,周到な管理が可能な範囲内において,
適正規模の飼育を志向すると共に,畜舎内外の環境整備に
ついても,改善することが肝要と考えられる。
なお,舎内湿度が高くなるにつれて,臭気強度が高まる
ことが認められ,且つ,ボロ出しによる清掃効果は頭著で
あった。また,冬期間の舎内の換気は臭気強度の低下に効
果がみられるので,短時間の開窓を行うか,人工的に通風
することが望まれる。
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図 l A舎内の温度と湿度
との臭気強度の変動

表 4 敷地内 (境界 )臭気強度
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